
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、 
 

 

 
  

10月10日、盛岡駅前滝の広場を会場に第16回岩手県私学フェスティバルが開催されました。待ちに待った3年ぶりの開催。これまで7月

から5回の実行委員会・フェスプロ会議を重ね、コロナ禍の中、各校とのつながりを築きながら準備を進めてきました。 

当日はあいにくのどしゃぶりの大雨。前日は「中止するか決行するか」で喧々諤々の議論でしたが、最終的に「やれるところまではやってみよ

う」との事務局校（盛岡誠桜高校）の決断で実施を決定しました。 

オープニングは盛大附属・盛岡誠桜合同の「さんさ踊り」。開会行事に続き、国会議員4名とのトークセッション。ステージ発表では、バトン

トワリング、合唱、ダンス、バンド、吹奏楽など各校の多彩なパフォーマンスが披露されました。また、各校の出店では、手作り菓子、パン、餅

なども販売され、会場の雰囲気を盛り上げてくれました。ようやく雨が小やみになり始めたフィナーレでは、参加したおよそ200名の生徒たち

による群舞。圧巻のパフォーマンスに多くの人々が立ち止まって大きな拍手を送ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国私私学助成をすすめる会  

No.14  2022年10月14（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             (2022(令和 4)年 10 月 12 日付「盛岡タイムス」) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


